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第一章 戦前期「大衆天皇制」の初期形成と展開（1890－1910 年代） 
  






































































































































































































され始めると捉えていい。1888 年から 1890 年代にかけての時期が、戦前期大衆天皇制の
萌芽期として、語られるべきゆえんである。 
















ようになる。また、帝国議会議事堂へと向かう明治天皇を描いたもの（1890 年 11 月 29 日
付『大阪朝日新聞』付録）、雨の中を進軍する馬上の天皇の姿をモチーフにしたもの（1892
年 1 月 3 日付『大阪朝日新聞』付録）など、錦絵や石版画のように、時事性や物語性をも
った皇室絵付録も、多く発行されていた。1900 年代にはいると、写真版印刷技術の普及と
あいまって、皇室を描いた写真画や肖像画だけでなく、皇室写真そのものも、新聞の付録
（写真版付録）としてつけられるようになる。管見のかぎりでは、1900 年 5 月 10 日、皇
太子嘉仁の結婚にさいして、『大阪朝日新聞』が記念付録につけた、天皇・皇后そして皇太
子夫妻の肖像写真を一同に集めた写真版付録、また、『大阪朝日新聞』『東京朝日新聞』が

































回る数で発行されていたという点にまず示されよう。たとえば 1889 年 11 月 3 日、明宮嘉
仁（大正天皇）の立太子式が行なわれたさいに、明宮の肖像絵付録を発行した『讀賣新聞』
は、その数日前に、「〔立太子式〕当日は平常の刷高の外に数万枚を増刷する積なれば広告
依頼者の便利殊に多かるべきに就き至急御申し込みあるべし」（1889 年 10 月 28 日付『讀
賣新聞』「社告」）という社告を出している。 
1880 年代末に始まった、皇室絵付録の流行という新事象が、新聞社のまったき商業主義















































は、1895 年 1 月に創刊された『太陽』（博文館）が最も早い。知られるごとく『太陽』は、
発刊直後から 1900 年代に至るまで、ひじょうな人気を誇った――創刊初年から 1899 年ま




ならぬ天皇家の写真であった。すなわち第 1 巻第 2 号（1895 年）の巻頭口絵に、伏見宮貞
愛と小松宮彰仁の肖像写真を採用したのを手始めとして、『太陽』編集部は、皇室写真を写
































1889 年、40 頁）。 
かれを公的存在と表象する向きは、0 歳児の頃から既に現れている。 
「昨日は土用の入に付き皇子明宮より両皇后宮へ御機嫌伺いとして御肴一代を献上せられ


























































































































時の代表的な雑誌を事例にとると、『太陽』の 1900 年代発行分では全 154 冊中 65 冊の巻







































































































































































いたく笑い興ぜさせ給いしとぞ…」（1911 年 5 月 28 日付『東京朝日新聞』「地久節御祝宴」）。 
マスコミが皇族のファッションに注視し始めたのも、この頃のことだ。見出しのみ引い
ておくと、「運動衣の迪宮殿下」（1908 年 10 月 5 日付『讀賣新聞』）。「背広服の東宮殿下」
（1911 年 11 月 18 日付『東京朝日新聞』）。「総裁宮は純白、妃殿下は水色〔の服装〕」（1915
年 6 月 16 日付『大阪朝日新聞』）。「〔允子〕内親王殿下の御平生 お召物は地味な縞物をお
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好み」（1915 年 11 月 11 日付『讀賣新聞』婦人付録）。「青磁色の御洋装麗しく皇后陛下文
展行啓」（1917 年 10 月 30 日付『讀賣新聞』婦人付録）。「皇后の宮 青磁色の御装にて躑






























































































































































































































「宮内省御用 恵比寿ビール 例年之通御年玉用として多数の御用被仰付度」（1901 年 1
月 2 日付『讀賣新聞』広告）。 
「閑院宮若宮殿下御用品 特許鞍形衛生便器 出産祝の進物等に最も適当」（1908 年 3
月 5 日付『讀賣新聞』広告）。 
「夏季衛生飲料は宮内省御用品たるの光栄を担える 三ツ矢サイダー 三ツ矢平野水 
三ツ矢ヲレンジ に限ります」（1909 年 8 月 2 日付『萬朝報』広告）。 




「於東京勧業展覧会 クラブ白粉 畏くも皇后陛下御買上の光栄を賜わる クラブ化粧品
製造本舗」（1911 年 4 月 29 日付『萬朝報』広告）。 
「光栄謹告 レート化粧料一切はこの度皇后宮職御用命の光栄に浴し弊店一代の面目を辱
うせり」（1914 年 11 月 15 日付『讀賣新聞』広告）。 
「やんごとなき竹の園生の御方々までクレームレートは年が年中お召し遊ばす レート化
粧料本舗」（1915 年 4 月 23 日付『讀賣新聞』広告）。 
「閑院宮妃殿下 クラブ美の素白粉を御嘉納在らせらる」（1915 年 12 月 9 日付『大阪毎日
新聞』広告）。 







































ふかさと持続性をよく物語る。「〔1929 年 11 月 3 日〕明治天皇の時代の天長節をおもい出
させるような美しい秋晴である」（野上 1986-91:第二巻:479）。「〔1943 年 11 月 3 日〕今日
は明治節、明治時代に生れたものは、この日には特別な思い出でがある。明治節というよ
りつい天長節といってしまう」（野上 1986-91:第八巻:157）。「〔1944 年 11 月 3 日〕明治節
というより天長節といった方が親しみのあるこの日に、雨がふるのは珍しい」（野上
1986-91:第八巻:442）。 

























































「〔1916 年 10 月 29 日〕新聞の皇后さんの顔が好い。桜井〔同家女中〕に聞くと、去年
奈良行啓の折は眼が少し恐かったと云う」（徳冨 1985-86:第三巻:419）。 





















「〔1916 年 11 月 2 日〕…新聞〔を読む〕。蛇を手づかみにしたり、数学が出来る裕仁〔昭
和天皇〕が少し妬ましくなる」（徳冨 1985-86:三巻:430） 



















よく知られる。『大阪毎日新聞』の 1 日平均発行部数から例示すると、1902 年時点で 10.1




1910 年代にはいっても、新聞界の拡大傾向は衰えを見せていない。たとえば 1918 年現
在で、東京で発行される新聞の1日平均部数は、170万部超にまで達している（内川編1976）。
具体的に、朝日系列・毎日系列の部数増大の数値を見ておくと、朝日系のほうは、1910 年
の 27.7 万部（二社合計）から 1919 年には 56.4 万部（同）。毎日系列では、1911 年（同年
に『大阪毎日新聞』と『東京日日新聞』は合併）の 34.5 万部（二社合計）から 1919 年に












25 万部という大部数に達していたと言われている（増田 1967:25;田中 1975:132）。1880


















































第二章 戦前期「大衆天皇制」の開花（1920－30 年代前半） 
 














2751 件、1935 年のそれは 6824 件。小作農と地主の対立は、ここにピークを迎えている。
日本社会主義同盟結成、第 1 回メーデーは 1920 年。日本共産党は 1922 年、労働農民党は























業構造の変化においても如実ではあった。1930 年の時点で、全作業従事者の 6 割は、前者
によって占められるに至っている。そしてこの近代的な就業構造の確立は無論、都市への
人口集中の加速を同時に意味するものだった。事実、1920 年から 30 年に至る期間におい




















































































策の 4 年前、1917 年の「臨時教育会議」の答申中で、中等・高等教育を含めた国体観念の
啓蒙推進が謳われ、以降の文部行政の基調の一つをなしてゆくのは、その重要な現れであ








































































堪えない感激を新たにした」（1926 年 3 月 19 日付『讀賣新聞』「斬馬剣」）。付記しておく















天皇〕」（1921 年 9 月 3 日付『東京日日新聞』）、「〔昭和天皇の〕平民的で御勤勉な御生活振
り」（1921 年 11 月 25 日付『大阪朝日新聞』）、「聞くも床しい殿下〔昭和天皇〕の御平民振



































































































情に感泣するそうでございます」（「東宮妃殿下の御主婦振り」『主婦之友』第 8 巻第 4 号、










（1921 年 1 月 26 日付）。 
「昨日の本紙又も発売禁止 汎く世に〔事件を〕愬えて」（1921 年 2 月 13 日付）。 
「喜怒を現わし給わぬ久邇中将の宮 重大事に関した悲しみは良子女王のお耳に入れぬ」
（1921 年 2 月 13 日付）。 
「重大事件を発表 適当の機会を見て発表するかも知れぬと宮相の車中談」（1921 年 5 月
19 日付）。 
「痺れの切れる御婚儀問題」（1922 年 4 月 4 日付）。 















































生立」『婦人世界』第 19 巻第 2 号、1924 年、9 頁）。 


















































































する事態も生じている（内務省 [1929]1996:3-7; 齋藤[1932]1980:263-4）。 


























































































































































（1927 年 8 月 6 日付『大阪朝日新聞』「聖上行幸の御英姿」）。 
そうして眼鏡姿を露出し9、かつ自然科学にも親しむかれは、新しい天皇像――誠実なイ
ンテリというイメージをも、民衆の内に結んでゆく。 



























































うだ…」（1925 年 1 月 12 日付『讀賣新聞』「斬馬剣」）。 





















































毎日新聞』の 1 日平均発行部数が、他紙に先駆け 100 万部を突破したのは、1924 年。『大





年〔大正 3〕ママには 14 社にすぎなかったのが、8 年後の 1922 年〔大正 11〕ママには一躍




ング』が創刊され、やがて 100 万部を達成したのも（ちなみに同誌 20 年代刊行分ではきわ
めて多くの皇室写真が口絵に掲載されている）、『週刊朝日』『サンデー毎日』など週刊誌文
化が一応の根づきを見せたのも、20 年代のことである。1927 年現在での、おもだった雑誌
の 1 号平均部数を示しておくと、『キング』30 万部、『サンデー毎日』24.9 万、『週刊朝日』
17.3 万部、『主婦之友』20 万、『婦女界』15.5 万、『婦人倶楽部』12 万、『講談倶楽部』9
万、『婦人世界』8 万、『実業之日本』6 万、『婦人画報』3 万、『婦人公論』2.5 万部、とな
っている（内務省[1927]1979）。資本金の伸びについては、皇室報道を他の婦人雑誌社と同
様得意とした、主婦之友社の例を見ておこう（主婦の友社 1967）。主力商品（『主婦之友』）
の 1 号平均発行部数が、創刊時（1917 年。1 万部）から 10 年ほどで 20 倍に伸びた雑誌社
である。1924 年に株式会社化した当初、100 万円だったその資本金は、僅か 4 年後には倍




























































































30 年代にも、新聞界の市場拡大は、かわらず続いてゆく。『大阪朝日新聞』は 1932 年に、
『東京朝日新聞』は 1936 年に、それぞれ 100 万部に到達する。『東京日日新聞』が 100 万
部を突破したのは 1930 年。31 年にさいど桁を落とすものの、32 年以降は一貫して 100 万
部台をキープしている。そうしてこの二社に拮抗するほどの急成長を 30年代に遂げたのが、
娯楽・スポーツを得意とし、「東京を中心とする都市化社会の中・下層階級の間に読者を伸




順調に成長し続けていたと捉えてよい。1934 年には、主要各紙の総計は 1 日平均約 1080
万部に到達し、「対人口普及率も 6.16 人に 1 部、世帯構成人数を仮に平均 5 人とすれば 1
世帯に 1 部弱の割合にまで高まっている」（内川編 1976:294）。 
雑誌界はどうか。1927 年と 1936 年の比較でいうと、この 10 年で、雑誌の年間売上総部
数は 1.71 倍に伸び、36 年のそれは 6800 万部となっている。「その主役はやはり婦人雑誌
で、少なくとも 1934 年〔昭和 9〕ママ頃までは断然群を抜いている。この年の婦人雑誌の年
間売上部数は 2000 万部に迫って」いたという。『キング』『日の出』を始めとした、「大衆
 76
娯楽雑誌」の人気も急上昇し、1935 年時点で、その類別年間売上部数は 2000 万部を突破
する（内川編 1976:336-7）。ここでは、田中治男の示した、大手雑誌取次店・東京堂のデー
タから、代表的な雑誌の 1 号平均部数を確認しておこう。1935 年の新年号において、同社
の取扱数が 10 万部を超えた雑誌のそれである。『キング』の 59 万部強を筆頭に、『主婦之
友』55.6 万、『婦人倶楽部』40.6 万、『少年倶楽部』34.1 万、『幼年倶楽部』28.9 万、『少女
倶楽部』21.8 万、『日の出』18.5 万、『講談倶楽部』18.2 万、『婦人公論』13.4 万、『富士』
12.1 万部と続く。「出版社の印刷実数はおよそこの倍数強とみていい」というから、1927





















1930 年には高松宮宣仁と徳川喜久子の結婚。婚姻の内定した 1929 年から既に、喜久子
が新聞・婦人誌の注目の的となっている。「この頃の喜久子姫 女中さんとお台所仕事まで 
 77
平民的な御日常」（1929 年 2 月 24 日付『東京朝日新聞』）。「喜久子姫の日記の一節」（1929
年 4 月 13 日付『大阪朝日新聞』）。「エプロン姿の喜久子姫 一色の別邸にゆかしい御修養」
（1929 年 4 月 25 日付『東京日日新聞』）。「高松宮妃殿下とならせられた徳川喜久子姫の御




























孝宮の誕生した 1929 年 10 月 1 日、東京放送局が「≪親王≫殿下御降誕」とラジオで報
じてしまい、アナウンサーを含め多くの関係者が処分されたのも18、この頃のマスコミ関係
者の懐いた苛立ちの発露でなかったか。 
待望の皇太子の誕生は、天皇・皇后が結婚式を挙げてから殆ど 10 年を経過した、33 年




























「皇太子殿下御降誕奉祝 童謡 皇子さま（二十八日発売） 独唱 御誕生御誕生（近
日発売） コロムビアレコード」（1933 年 12 月 24 日付『東京朝日新聞』広告）。 
「祝 皇太子殿下御降誕 お子様方の奉祝歌 北原白秋謹作詞 中山晋平謹作曲 皇太
子様お生まれなった 西条八十謹詩作 中山晋平謹作曲 可愛いい皇子さま （一月十五












































































30 年代後半から 40 年代前半の不敬事件記録は、中央から遠く離れた農村部の人々のあいだ
でも、世俗的な皇室観あるいは皇室をめぐるゴシップ趣味が拡大しつつあったことを、明
白に物語ってくれている。 




[1938-44]1973:昭和 16 年 6 月分:22）。 










































































「〔1928 年 10 月〕実業之日本社…増田義一氏の代理来訪し、聖上御日常の御模様を謹話せ
んことを依頼せらる。之を断る」（高橋他編 1993-94:第二巻:184）。 
1929 年 4 月 15 日、『東京朝日新聞』が、観桜会での天皇一家の睦まじい余暇の様子を報
じた日の記述。「両陛下御花見の事、新聞紙上に登載あり。…宮内省の対新聞社綱紀、弛緩
せるが如し」（高橋他編 1993-94: 第三巻:63）。 
「〔1931 年 10 月 22 日〕夕、朝日新聞岩田豊秋氏来訪す。照宮殿下御養育方針を問う。答









































































的に抑制していたという点だ。たとえば 1935 年度の事例で言うと、問題となった 207 件の
皇室写真の内、186 件は、過失を犯したマスコミに、事後的な注意を行なうに措かれている。











[1928-44]1981-82:第 90 号:19）。 











































が 20％を超えたのはたったの 5 カ月。最高成績を収めた月間ですら、その割合は 44％にす












































































































て、その話に上越す話がないようであった」（金子 1966: 20-1）。 
同様の回想は、谷川徹三や林健太郎によっても行なわれる。谷川は金子と同時代を、林
は 1920 年代をふり返り、当時の自分の母親が、皇室の情報にひじょうな関心を懐き、か



























 まずは『讀賣新聞』の「婦人付録」。この婦人欄は、1914 年 3 月－19 年 9 月まで同紙に




















































































































「〔1916 年 11 月 2 日〕〔貞明〕皇后さんが子供達を側に置かれないので、子供の像を象
牙で刻ませた…そうだ。可哀想にと細君云う」(徳冨 1985-86:第三巻:429)。 




















下のお美しさを讃えることしきりだった」という（吉屋 [1964]1976: 321）。 
次に 1924 年 1 月 26 日、摂政裕仁と久邇宮良子の結婚パレードを見物した、東京のある
「女中」による良子評。彼女の雇い主の日記から引用すると、「まるで何とも云えませんで
したよ。お人形のようでしたよ。可愛い可愛い顔だって皆云いました。…あの位の顔を持











せ居れり」（松崎天民「現代の女学生」1911 年 4 月 19 日付『東京朝日新聞』）。女性の皇
族の写真を濫用する向きは、松崎天民の指摘する、このマイナーな女性誌にかぎられない。
たとえば当時の代表的婦人雑誌、『婦人世界』の 1906－1919 年刊行分（全 194 号）でい






































































































































（1921 年 9 月 9 日付『大阪朝日新聞』「二万五千の婦人 四回に分れて充満す」）。 
同時代のマスコミが、皇太子の女性人気を、あらかさまに報じる向きは薄かったが、そ
れとなく匂わせる記事は数多い。たとえば当時の『讀賣新聞』は、ある展覧会で昭和天皇
の名刺が展示されれば、その名刺見たさに多数の女学生が会に駆けつけ（1921 年 10 月 12
日付『讀賣新聞』「東宮の御名刺が女学生の興味を集めて印刷展賑わう」）、かれが富士登山

































































































「親しき学友として歓喜に堪えず 男爵土屋光豊氏令妹 土屋登茂子」（『婦人世界』3 月
号）。 
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（1928 年 9 月 28 日付『大阪朝日新聞』）「畏し皇統譜制定以来始めて登る平民の名」（1928











やみとなりし由」（野上 1986-91: 第二巻:252）。 
「〔9 月 28 日〕今日は秩父宮の結婚である。若い娘たちで大分羨やましい人があるだろう


























































































































































































































































































































































































いくつか例示すると、「皇室の御団欒」（1913 年 10 月 6 日付『東京朝日新聞』）、「葉山御用

































































































年 11 月 19 日付）。「皇后いよいよ御安泰 秋晴の御苑の御そぞろ歩き」（1915 年 12 月 1 日
付）。「皇男子御誕生 御母子頗る御健全」「御安産 些の御苦痛なく」「御産室には僅に二
時間」「〔皇后の実家の〕九條家の万歳」（以上、1915 年 12 月 3 日付）。「皇后宮の御食事も




















































らいくつか引くと、「いたいけな御姿よ 最近の澄宮殿下」（1921 年 10 月 4 日付『国民新
聞』）「お可愛らしく御健やかな照宮殿下」（1928 年 12 月 6 日付『大阪朝日新聞』）「皇太子



















年 11 月 28 日付『大阪毎日新聞』）「皇太子様中心に和やかな御団欒」（1936 年 1 月 1 日付















































































































































蓄音機商会」（1922 年 1 月 6 日付『東京日日新聞』広告）。 
「賜天聴 関鑑子謹唱 大和田愛羅謹奏 東京日日新聞記者小野賢一郎謹話 澄宮殿下
御作唱歌レコード 富士山印東京レコート 東京蓄音器株式会社謹製 全国代理店にて頒
つ」（1922 年 1 月 18 日付『東京日日新聞』広告）。 











































においてである。両者を満たす具体例を、1915 年 11 月の徳冨蘆花の日記から引いてみた
い。「〔友人の噂によると〕嘉仁君〔大正天皇〕も中々スキで、皇后さんの出産と同じ月に
お妾の産が迫って居る。それは多分華族の女で、灯火をすすめる女官なのだ。…美人だそ








記から引用する。「〔1917 年 12 月 30 日〕初花の内侍が宮中を出た、と新聞にある。〔大正
天皇の〕お妾さんの一人なんめり。…お節さん〔貞明皇后〕のいびり出しだ」（徳冨 1985-86:


















































私  宮様は、まだお子様はお出来になりませんか  
宮様 うん、まだ出来そうもないんだよ  
私  どうぞこの次、妃殿下と御一緒に〔当地に〕海水浴にお出掛け下さいませ 







































































































































第五章 戦時期の「大衆天皇制」（1930 年代後半－40 年代前半） 
 
本章では、日中・太平洋戦争期1を取り扱う。 











































































































を問うた項目は、合計で 29 問。その内、かれらの 6 割以上が正答し得た問題の数は、12
問にも上っている3。 
上記 29 問にたいする低学歴層（不就学・尋常小学校中退）の突出した正答率の低さ――


















に発表した論考がそれである。同論考によると楢崎は、発表の 4 年前（1934 年）、所属し
た東京文理科大学の「中等教育改善」プログラムのもと、「小青年の国体意識に関する基本
資料」を収集すべく、大規模なアンケート調査を実施する。対象としたのは、長野県下の














































































































にもたらした。たとえば、盧溝橋事件から「玉音放送」実施までの期間（1937 年 7 月 7 日






















































































12 号、1943 年、16-9 頁）。 
皇室をめぐるスクープへの欲望も、かわらずマスコミには残っていた。そうして政府が
かかるマスメディア側の動向を警戒するさまもまた、前時代と連続する。『東京日日新聞』































































































































































































年 11 月分:34）。 
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の 8 紙である。 
4 本論ぜんたいの議論に直接関連する研究状況を、ごくかんたんにおさえておく。 
戦後大衆天皇制の起原と成長のプロセスを、1945 年以前に遡って論じてゆく試みというのは、その応用可能性を説い




























5 某「新聞の絵付録に皇族の御尊影を添付することに就て」『日本及日本人』、政教社、第 722 号、1918 年、99 頁。 
6 但し坪内祐三は、当時の『太陽』が皇室や重臣の写真を多数掲載した点について、自誌を権威づけるための戦略であ
ったとしている（坪内 2001:161）。 
7 1900 年代に至ると、公式の肖像写真ばかりでなく、梨本宮守正夫妻の結婚式の記念写真（第 7 巻第 2 号、1901 年）、
迪宮が日章旗を持って写った写真（第 9 巻第 1 号、1903 年）、迪宮と淳宮（秩父宮）雍仁が一緒に乳母車に乗っている
写真（第 9 巻第 13 号、1903 年）など、さまざまのルートから入手した皇族のプライベートな写真も、『太陽』は他誌に
先駆けて頻繁に掲載してゆく。 
8 小木新造の研究によるならば、1876 年度の東京での錦絵の生産量は、年間総計で 255 万枚余。それでも一日当たり
の平均でいうならば、1 万枚にも満たなかった（小木 1979:442）。 
9 中村長作「位置変更の要求急場の間に合わず」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 12 年第 4 号、1931 年、19-20
頁。 
10 原胤昭「あなたの二十年と婦人画報の二十年」『婦人画報』、東京社、第 247 号、1926 年。 
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11 唐澤（1968）、大江（1974)、山本・今野（1976）、渡辺（1979）、坂本（1994）、佐藤（2004）など。 
12 司法省（[1929]1979・[1928]1980）、内務省（[1939-44]1977）。 
13 1906 年 7 月 10 日付『萬朝報』「女髪時世粧其廿三」。 
14 「明治大帝」『キング』、大日本雄弁会講談社、第 3 巻第 11 号付録、1927 年。鶴見（1967）。 
15 鐵如意禅「新聞記者去勢術」『新公論』、新公論社、第 26 巻第 4 号、1911 年。ピー・キュー生「十年前の宮廷記者」
『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 5 年第 14 号、1924 年参照。 




1 実際には、1921 年、開放政策の直後から、皇族にたいする非公式のインタビュー記事は既に散見され始めている。 
2 松本米次郎「我国最初の皇族インタービュー」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 8 年第 15 号、1927 年、14-6
頁。 
3 久邇宮朝融による酒井菊子との婚約破棄事件をめぐるマスコミの動向については、永井（1995）が既に言及する。 
4 安奈狐輪志「誤報頻々」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 6 年第 9 号、1925 年、16-7 頁。 
5 鈴木（1986）、横山（1992）、波多野（1998）、坂本（1998）、原（2000）、伊藤（2005）など。 
6 山浦貫一「東宮に扈従して」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 3 年第 7 号、1922 年。山浦貫一「東宮台湾
行啓扈従雑録」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 4 年第 6 号、1923 年参照。 










21 年だけで 700 万人に及んだといわれている（田中純 1979: 44）。本論中でも重視する、20 年代前半の皇太子人気の爆
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発的沸騰に、これらの活動写真が与していったことも疑いない。とはいえこの社会現象を、政府が活動写真という新し
いメディアを有効に活用・動員し、皇太子という新しいカリスマにもとづく民心掌握に成功した事例としてのみ捉える
従前の分析図式では（鈴木 1986;原 2000;伊藤 2005 など）、とりこぼしてしまう場面も多くなる。 
まず強調すべきは、皇太子のこのフィルムが、ひじょうに集客力の高い商品であるがゆえに、日本各地の映画業者に







































動写真展覧会」において計画されていた点である（1921 年 11 月 3 日付『大阪毎日新聞』「先帝戸山学校行幸の映画」;1921














樫 1946:38-40;永積 1992）。その昭和天皇の眼鏡姿が、マスコミの皇室写真において常態化する時期は――1919 年 11
月 12 日付『東京日日新聞』が、「珍らしくも眼鏡かけ給える東宮殿下」というキャプションで、かれの眼鏡姿のスナッ
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プをスクープしているように――20 年代にはいってからのことである。 
10 1928 年 4 月 25 日付『讀賣新聞』広告参照。 
11 山浦貫一「東宮台湾行啓扈従雑録」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 4 年第 6 号、1923 年。金子義男「宮
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省（[1929]1996:72-84）参照。 
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17 「大礼中の新聞活動」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 9 年第 14 号、1928 年、8-10 頁。 
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21 『家の光』もまた、皇室報道をその重要なトピックの一つにすえていた。たとえば同誌 1936 年度発行分でいうと、
約 3 号に 1 号の割合で、皇室写真が口絵に採用されている。 
22 藤樫（1958:34）、高橋他編（1993-94）など。 
23 「ニュース」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 8 年第 8 号、1927 年。 
24 大礼時の政府がマスコミにたいし実施した、積極的協力の実態にかんしては、他方での厳格な統制の局面を含めて
荻野（1993）が既に論及する。 
25 「大礼中の新聞活動」『新聞及新聞記者』、第 9 年第 14 号、1928 年、9 頁。 
26 たとえば高橋他編（1993-94: 第一巻:173）。「各社会御慶事報道協調」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 8
年第 12 号、1927 年など。 
27 「皇孫御誕生と新聞」『新聞及新聞記者』、第 22 号、1925 年、40 頁。 
28 なおこの 1931 年には、同趣旨の通達が、内務省から各地方警察へ、という別回路をとおしても発せられている（内
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1 たとえば宮本（1979）、内務省（[1938-44]1973）、司法省 （[1929]1979・[1928]1980）、野上（1986-91）、Smith and 
Wiswell（1982＝1987: 70-1）、山田（1991:54）。 
2 但し「雑報」など 1 頁未満の小記事はカウントしていない。なお本章における雑誌調査はすべて同様の方法で行なっ
た。 
3 たとえば婦人誌『女鑑』（1891 年創刊）の 1890 年代刊行分で、皇室記事が掲載されているのは全 195 号中 36 号（皇
室写真が掲載された号はない）。その内容も、天皇・皇族の政治的動向や、その「御盛徳」を記したものが主流である。
だが同誌 1900 年代分では、皇室写真・記事が全 161 号中 64 号に掲載され、内容においても、天皇家の日常や趣味性格
などを伝える世俗的な皇室報道が多く現れ始める。 
4 国体論ではなく、皇室の世俗的な情報をこそもとめる心性は、学校での臣民教育に日々さらされる、若年女性層にお





5 洞狐道人「女学生の見た新聞紙」『新聞及新聞記者』、新聞及新聞記者社、第 3 年第 10 号、1922 年。 









9 同様の指摘は、和田敦彦による大正後期の『婦人画報』研究（和田 1994）によってもなされている。 
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1 太平洋戦争の実質的な終了時期はきわめて不明確であり、かつ日中戦争は 1972 年 9 月 29 日まで継続するが、本論
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